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◎富士見RCと の友好関係を築こう

実施委員長  小 口 良 生

先般、村上久会員とともに富士見RCを お訪ねし、遠藤幹事

様にお会いして参りました クラブ間の交流には 「友好クラ

ブJと 「姉妹クラブJが あるようですが、この際、吹好ク

ラブ」としての交流を推進する旨を確認し、先嘉G 理ヽ事会で

もご検討いただ|する手害となっておりま汽 剰本的口よ「移

動例会Jでの交流等を手がかりに ■と計画しておりま
‐
札

◎嘉  評      多 摩東カ レーブ ル ナヽー綸佐

遠藤 競幸 検

今年度冒頭に行われました多摩3カ レープ合同 lMに ご協

力を頂きましたこと、この場を洵皆りして御礼申し上げます

さて ラ イオンズとロータリー。私見ですが  ラ イオンズ

は本仕活動として物品を割恥 供 り する。ロータリーは職

業を通して |ふのケアを伴う)本 仕活動をする.力章つて、ロ

ータリーは陰徳でなければならないと聞かされて来ました

が、昨今の時代の流れにより 「広報Jし な|すれば会員が減る

という現実に向き合っているのが現状中 L

調布むらさきRCは 会員数84名 ですが新年度に入つて既

に5名 の増強を行いました!増 強委員長が入会3年 日の40

代の若い方で、ご自分の日線で若い方を誘って居られます。

◎講  評 ル ナヽー 新藤 ほ之 機

只今のクラブ協議会で 「なかまJを 増やそ うプロジェクトの

言半細をお伺いしましたところ 当クラブ会員数は早々にも40

名を超えること間違いなし  と 、紹言しました (実)。さて、

27501t区 全体では5月末～6月 末の一ヶ月で152名 放

少tま た6月 30日 ～ 7月 1日の一晩で34名 敵レしました。

この数字が示→盲 味は  11こ 、経済的要因だけからの現象で

はないのでは?こ れだけの退会者が 一
挙に出現する理由とし

てロータリーに対す る期待はずれの思いの結果であるとも考

えられまiロ ータリーは剤と活動と奉仕活動とコ文り立って

いると考えますウ、`新会員入会時に耐= くヽ迎える態勢がクラブ

に備わつているかどうか?ま た、本仕の分野では大松さんど指

摘のように、地域の変化に対応した本仕活動が出来ているか?

心吉気が伝わらず ま た 「奉仕」こ熟いな会員ほど失望して退

会される例が多いのも事実でi足 立さんからは難しい質問で

す,孔 ロータリーとライオンズということですが、ライオンズ

はさておき  ロ ータリーは、地域社会で活確するボランティ

アの世界的ネットワーク (あるいはパー トナーシックといい代

えることも  )で あリ ロ ータリアンは職業倫理を重んじる

職業人   と お伝えいたしまi従 来 「職業分類Jは 重要で

ありましたが 現在では意味合いが多少変化してきております

J_吉 会虫が同般業であると、それぞオ■の利害がぶつかりあ

う懸念がありそれを避ける上からも職業分類は重要だとされ

てきました 近年になり社会の職業情進が変化し、職業人その

ものが多副 ヒ 多 層化への変換を余儀なくされてきていまi

また、クラブを桐主する正会員に、必ずしも職業人であるとは

限らない地域社会のリーダーやロータリー財団キ友が含まれ

るltにもなつて参りました 世界の200以 上の国と地域に3

3)000近 くのクラブ (会員は120万 人以上)を j4tる と

いう基礎基様があり 国 や地域を超え有益な事業を担っている

ロータリー ク ラブをもつてしても、今後は色々な団体と 「協

rEIJしなければ日々変化する世界的FrHP題への対応が困難な事桂

に直而しておりまi

それぞれのクラブが各地jpk内のニーズに劫″芯した本仕活動を

行 うことが最重要でありますが、  例 えば 「富士見RCと 友

好クラブを築こうJに兄られるようなクラブの印 を超え

た活動、地域剰目を超えて海外に目を向けた奉仕ブロジェクト

ヘの関心も必要 と考えま
‐
Ⅲ
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◎国歌斉唱 晴 仙

SAA・ 線睦委員会 大 松 旋

会長 伊 澤ケイ子

ツングリーター 吉 沢 洋 最

ロータリーソング 「奉仕の鞠

◎ 「四つのテスト」   回 ―タリー研棒毒民長 村上 久

◎お翻牌協付            会 長 伊澤ケイ子

ガバナー

亮′ヽす一柵上

力し―ブ籍

東京東村山RC

米山奨■生

◎会務報告

新際 信 セ ll

適採 誠章 様

口中 茂 和 様

野村 高 章 様

早   波  様

会長 伊 澤ケイ子

9月 3日  ク ラブ蕊 則変更に伴う会員終会を行います

皆さんの出席をお願いしますl  私 事ですが 14年 前 矢

野バストガバナーにバッチを付けていただいたことを記憶

しておりますiT度 ガバナー訪問時であったようで 今更な

がらではありま,が 光末に8い ます

◎幹事報告             幹 事 1 日ヽ 良 生

本日の幹亭報告、どざいませんコ



◎出席報告

会員総数

出席義務者救

削斎者数

匁青譲

出席率  93

◎ニコニヨBOX

【F■aatl

u48-員 会

3 4名

33名 (出席免除者1名)

30名

て頂きま汽

ガ′ヽナー訪問、大変光栄軌

匁常しててすみませゑ

お客様ようこそいらつしゃいました 新藤ガバナ

ー、卓話楽しみにしておりま丸

1頓  ‐郎 刀ヽ林 酪

潮 |1 昇

刀嗅  博

新藤ガバナー、遠藤ガバナー補佐、日中グルーブ

幹事、ようこそおいて下さいました 宜しくお願

い申し上げま丸

新藤ル くナー、遠藤ガバナ‐補佐、日中カレープ

幹事、本日はありがとうございま
‐
五 ご指導のほ

ど、よろしくお願い致しま丸

新篠ガバナー、速藤ガバナ‐撤生、回中カレープ

幹事、ようこそおいで下さいまし亀

新藤ガバナー公式訪問を記念し(

新藤ガタヽナーようこそいらつしゃいました

新藤ガパナー、遠藤ガバ抑 生 回中カレープ

幹事、よろしくお願い致しま土

新藤ガバナー、遠藤ガパナー補佐、口中カレープ

幹事 今 日はありがとうございま丸

新藤ガバナー、速藤ガバナ‐揃と、国中カレーブ

幹事、ようこそおいで下さいましん

締様ガバナー、遠藤ガ′ミナー欄と、回中ブ,い ブ

幹事、ようこそおいて下さいまし名

輸穣ガ六ナー、違藤ガバナー欄生 回中カレープ

幹事、ようこそ !

新藤ガ六ナー 遠藤ガバナー柵を、回中カレーブ

籍 、 ご鍬 でi

新藤ガバナーようこそいらっしゃいました

新藤ガバナー、速藤ガバナ‐補佐 田中カレープ

幹事、ようこそ !

新藤ガバナー、遠藤ガバナー補佐 田中カレープ

幹事、ようこそ !

掬課ガ六ナー、遠藤ガバナー欄と、日中グルーブ

幹事 よ うこそおいで下さいました

抑樺ガバナーょぅこそ !

輛藤ガバナー、遠藤ガバナー補佐 田中グループ

幹事、ようこそおせし下さいました

新藤様 ようこそおいで下さいました 勉強させ

00す  000(凛 肝¥115, 845)

◎鵠 細 碧 と ,波 襟

電気通信大学大引境2年生

のビ ボウで丸 米山奨学

生としていつもお世話にな

り有り難うございま丸 お

めHデさまで■葉に専念でき、

また多くの堤学生とも知り

合えました 第1志望のNECに 就船内定が決まりました

皆さん10翻 し上げま汽

◎的 会長 伊 凛ケイ子

1981年 東京立川RC入 会、86年 東京コ こぶしRCに

移籍 (初イ相粋到、 95～ 96年 同クラブ会長、2000年

多摩中グループガバナー補佐、2002年 東京立川こぶし

RC会長 (2度 日)、勿章中分区幹事 地 区ロータリー財国人

道的援助委員長 地区ロータリー財団委員長 地区クラブ奉

仕委員長 地区ロータリー情報委員長・地区珊惨リーダー補

佐を圏■ lTlカ ネイ高会代表取締役としてご活躍されて

こられまし名 新藤ガバナーは大変な勉強家でいらして、ロ

ータリーに関しましても豊富な知識をお持ちだとlH3ってお

りま丸

◎キ 活   国 際ロータリー第2750地 区ガパナー

新藤 信之 稔

先程ニヨニヨで大変歓迎を頂きました 毎回おlnD↓協 ば奉

仕活動の原資が相当な増額になるのでは?場合によつては毎

回来てもいいかなと思つたりしました

7月 19日 、3カ レープIMで もお話ししましたが、本ロガバ

ナー訪間ということでRIの テーマ、李会長の強調事項、地区

運営のあり方についての考え方などをお話しさせていただき

ま丸

李会長は、保健と創鋤 水・議年率向上の強議事項を通

じて世界中のロータリアンが一体となり、5歳未満の子供恵み

死亡率を低下させたい ・との思いから「夢をかたちに」(Mよe

Dleams Real)と掲げられておりま丸 李会長は 「誰も助ける

ことが出来なくてそのコ共達が死んでるのではなく、誰も助け

ないから死めん泡 とrlFえられました 開発途 L国の子供達は

治らないから、避けられないから。・死めのではなく、マラリ

ヤやはしか、肺炎、結核などワクチンや航生物質さえあれば生

きることが可能である筈なのに 食 協不足 宋 養不良、と梅ま

つて免渡力が劣ったところoま 染してしまい年間970万 人

4名 (事前MUl名 )

94%

SAA・ 観建委員会 J環   博

東京東柚 “RC  野 村 高章 様
ざ無沙汰してま抗 暑さも一段落した様ですが、

暑気払いをしましょうぅ

伊澤ケイ子 新 藤ガバナー、遠藤ガバナ‐補佐、日中グループ

幹事 本 日はごを労様でございまえ

小田 良 生

己 細

寄 ヤ

仲部 軸

足立潤二郎

大松 談 二

萩生回攻由

1薙  地

岩野 京 子

J円損 知子

菊池  歓

宏

村上  久

中谷 絃 子

杉野首将

関同 俊 二

吉 手 強

閣  難

渡辺ますみ



もの判共達が死んでいく .李 会長は 「我々ロータリアンは

分かっていてもなんにもしないという不作為をしてはならな

いのではないかJと 強調されていま
‐
れ わつ て、マザー テ レ

サは 「奏」の反対語口憎悪ではなく 「無関心Jだ と答えられた

ことがありますが 我々ロータ,ア ンは目の前に見ることが出

来ることだけではなく 日 に兄えない世界の実態にt)思いを馳

せる必要があると考えます1

日本や世界の社会、政治、経済の状況は 「閉痢まJが 葺延し

ているように感じられまiロ ータリーを取り巻く環境も例外

ではありません。会員数は1997年 をピークに下降線をたど

ろ一方でiこ んな中 ロ ータリアンは何をするか?が 問わ才■

ていると思いまi私 は、この関基状況を打ちlrるのに 「変化J

が不可欠であると考えますi強 いから、質いから生き残るので

はなく 「変化に対応J出 来るから生きなれる  と ダーウィン

か唱/_か のチャー"レ も 「生き残るた′】こは変化という代偵

を払わなけれ付ならないJと 訴え、ボッ レツ リヽスは 「世界は

絶えず変化している.ロータリー物語はたえず書き換えられな

すればならないJと 言つておりま,■

今 ロ ータリーはクラブや地区において 「押総管理の方法」

を 「変化Jす る必要があると考えまiど の和縦も制度疲労を

起こさないために 「能率」 「費用対功栄」などを常に検証しな

から 「改善」され 運 営しなければなりません.も ,一つは

時代のエーズに従つて 「奉仕活動の実践分野 (対幻 Jを 変え

ていくことて+1こ のことこそがCLPが 日指している本音で

あると思います1お 話を伺いますと 勿 輩グリーンRCで はC

LP導 入に際し独自の取り組■方をされておられまi 「 クラ

ブ運営管理関連委員会Jと 「本仕ブロジェクト関連委員会どと

の■つの委員会のみが常設され、その大きな枠組みの中にクラ

ブの実情や変化に即した常任委員会を組織編成されるという

斬新なものでi 「 本仕プロジェクト」への取り組みも 継 続

事業を基礎として新規車業を新たに採用する際の方法として、

基本となる方0■よ令会員で企画 立案 協議して会員の意見を

取り)苺 毎年のように見直しをされるということで 今後の

成長を期待いたします 2750地 区には、20名 以下8ク ラ

ブ、20名 代 12ク ラブ 30ヽ 40名 20ク ラブ  と 40

名以下のクラブが40ク ラブ存在します干あろクラブでは毎回

10名 程度の例会出席者であっても何処ででも行われている

例会形式を踏襲されておられる様です―クラブにあった例会形

式を採用されてもいいのではないかと考えさせられまi

地区の広報に関連する委員会としてガバナー月鳴委員会、1

T委 員会 年次部告神戎委員会の3つがありましたわヽ 今年度

はこれを一■lヒしまし/_や やもtll差 員会業務の内容が重

複したり競合したりするところがありましたのを簡素化し こ

れらに掲載する記事を整理統合して各委員会が担う広報活動

を本来の役争‖こ前業化させる必要があると考えたからでi

7月 に立ち上げられましたが、あまり活用されていなかつた

2750地 区のHPに 各クラブの活動を伝える機能をゆだね、

また日々の書き換えにより自動的に積み上げられた情報を年

次報告書作成の際にも役立てる.こ とを目論んでいま,予 嘲 代

の変化への対応の一つとして、9FFグ リーンRCで もHP立 ち

上げを是非とも考えて頂きたいと願いまi

今年度、CLl'に よるクラブれ縦とRI雅 装の地区紅縦

(DLP)との問の率合性 継 能性を考え地区組織を思↓切 つ

クラブリーダーシップブラン (口P)1こ対応する形に変えまし

た 本仕プログラム委員会や会員基盤強化委員会などをヤちL

げましたのがその現れですiこ れらの考えの詳細につきまして

1ま地区HPに 掲載いたしておりますので是非お読み下さtl

奉仕活動の実践分野の変化についてお話ししまi

RI理 事会では1998年 わヽら2000年 に'Hすて「本仕の

機会に関する項目Jと して以下の9つの世界的な課題のリスト

を FHtしましたt*危 機下の児童 *障 がい者 *抑 ま管理

*国 際理解と親善 *識 F計 算能力向上 *人 口問題 *貧

困と飢観救済 *環 境保全 *都 市部のF_H心事項 の 9項 日

です.

以工に示されているメニューの中から地域社会のニーズに

帥志したブロジェクトを選択 し、多摩グツーンRCで あれば多

摩地域に根ざしたテーマとしての本仕ブロジェクトを企画 ニ

案 実 施 していただきたいと思うわけで■ 今後のロータリ

ー ク ラブではそれぞれのクラブの独自性、多様性に基づいた

活動が求められます

今日は クラブの連首管理の方法や奉仕ブロジェクトの実践

分野の彊勤思こおいて 「変化J→
‐
ることこそが必要であるという

話をさせていただきました 当クラブは2年後に20周 年の節

目を迎えられるクラブとしてこれからがiに念場であろうかと

はいます1こ れからも20年 日の先の20年 後をも見構えた市

動を続けて頂くことを期待しまして卓話を終了させていただ

きます

会長 伊 澤ケイ子

(今週の担当 海 野 祭‐)

◎点鎮


